
【形状・構造及び原理等

１．構成

本品は、以下のユニ

（１） パコメーター

（２） マウント

（３） 接眼レンズ

（４）  接眼アダプタ

（５） 補正表

２．電気的定格

    電源：ＤＣ ３ Ｖ

３．寸法及び質量

寸法：128mm(W) ×
質量：490g

４．作動原理

パコメーターから発

反射してできるアラ

の反射光軸の差から

追跡法により角膜厚

本品は販売名

　トプコンスリットラ

　　　（医療機器届出番

の付属品である。

詳細は「取扱説明書」

と。

【使用目的、効能又は効

細隙灯顕微鏡（以下「

膜厚を測定する。

【品目仕様等】

測定範囲　　　　　　

最小目盛　　　　　　

測定設定角度　　　　

アライメント設定角度

接眼倍率　　　　　　

観察倍率　　　　　　

電源　　　　　　　　

【操作方法又は使用方法

１．スリットランプの

接眼レンズと交換し

２．スリットランプに

を取り付けます。

３．パコメーターの目

視度を調整してくだ

４．パコメーターの電

５．被検者にスリット

６．被検者の角膜に焦

７．スリットランプの

ト光源像の位置を合

８．パコメーターの操

側角膜上皮位置の像

詳細は「取扱説明書」

【使用上の注意】

医用電気機器の使用上

１．取扱説明書を熟読

こと。

２．機器を設置すると

（１）水のかからな

（２） 気圧、温度、湿

オウ分などを含

れの無い場所に

（３）傾斜、振動、

意すること。

（４）化学薬品の保

いこと。
機械器具（２２）検眼用器具
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】

ットにより構成される。

ー

　（単三乾電池２本）

139mm(D) × 125mm(H)

光した、アライメント光が角膜上皮に

イメント光源虚像と、スリット照明光

みかけの厚みを求め、その値から光源

を算出する。

ンプ SL-3FD 型

号 13B1X000300SL3FD）

の「各部の名称とその働き」を参照のこ

果】

スリットランプ」という）と組合せ、角

：０～１．２㎜

：０．０２㎜

：４０°

：４０°

：１０倍

：１０倍

：ＤＣ ３Ｖ 単三乾電池２本（別売）

等】

接眼レンズを本品の接眼アダプター及び

ます。

マウントを取り付けた後、パコメーター

盛を０にした状態で、スリットランプの

さい。

源スイッチを ＯＮ にします。

光を固視させます。

点を合わせます。

コントロールレバーを用い、アライメン

わせます。

作つまみを回転させ、上側角膜内皮と下

が一致させ、目盛を読みます。

を参照のこと。

の注意事項

し、熟練した者以外は機器を使用しない

きは次の事項に注意すること。

い場所に設置すること。

度、風通し、日光、ほこり、塩分、イ

んだ空気などにより悪影響の生ずる恐

設置すること。

衝撃 ( 運搬時を含む ) など安定状態に注

管場所やガスの発生する場所に設置しな

（５）電池

と。

３．機器を使

（１）スイ

類など

確認す

（２）すべ

確認す

（３）機器

恐れが

（４）患者

（５）電池

４．機器の使

（１）診断

（２） 機器全

こと。

（３） 機器及

全な状

ること

（４） 機器に

５．機器の使

（１）定め

使用前

（２）コー

くなど

（３） 付属品

整理し

（４）機器

くこと

６．故障した

は専門家に

７．機器は改

廃棄

装置を廃棄

の条例に従

その他「取扱

【貯蔵・保管方

１．設置環境

温度 ： １０

湿度 ： ３０

気圧 ： ７０

２．保管場所

（１）水の

（２）気圧

オウ分

れの無

（３）傾斜

意する

（４）化学

いこと

【保守・点検に

使用者による

１．機器及び

２．しばらく

前に必ず機

と。

【製造販売業者

　製造販売業

　　株式会社

　　東京都板

　　ＴＥＬ　

　製造業者

　　株式会社
医療機器届出番号：13B1X000300SL3FD
電源の状態 ( 放電状態、極性など ) を確認するこ

用する前には次の事項に注意すること。

ッチの接触状況、極性、ダイアル設定、メーター

の点検を行ない、機器が正確に作動することを

ること。

てのコードの接続が正確でかつ完全であることを

ること。

の併用は正確な診断を誤らせたり、危険をおこす

あるので、十分注意すること。

に直接接続する外部回路を再点検すること。

電源を確認すること。

用中は次の事項に注意すること。

に必要な時間をこえないように注意すること。

般及び患者に異常のないことを絶えず監視する

び患者に異常が発見された場合には、患者に安

態で機器の作動を止めるなど適切な措置を講ず

。

患者が触れることのないよう注意すること。

用後は次の事項に注意すること。

られた手順により操作スイッチ、ダイアルなどを

の状態に戻したのち、電源を切ること。

ド類のとりはずしに際してはコードを持って引抜

無理な力をかけないこと。

、コード、導子などは清浄にしたのち、　　　 
てまとめておくこと。

は次回の使用に支障のないよう必ず清浄にしてお

。

ときは勝手にいじらず適切な表示を行ない、修理

まかせること。

造しないこと。

する場合は、廃棄、リサイクルに関する自治体

うこと。

説明書」を熟読し、遵守すること。

法及び使用期間等】

条件（梱包なし）

℃～４０℃

％～７５％　（結露なきこと）

０ hPa ～１０６０ hPa
については次の事項に注意すること。

かからない場所に保管すること。

、温度、湿度、風通し、日光、ほこり、塩分、イ

などを含んだ空気などにより悪影響の生ずる恐

い場所に保管すること。

、振動、衝撃 ( 運搬時を含む ) など安定状態に注

こと。

薬品の保管場所やガスの発生する場所に保管しな

。

係る事項】

保守点検事項

部品は必ず定期点検を行なうこと。

使用しなかった機器を再使用するときには、使用

器が正常かつ安全に作動することを確認するこ

及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】

者

　トプコン

橋区蓮沼町７５番１号

０３－３５５８－２５０６

　トプコン山形
取扱説明書を必ずご参照下さい

4469590812-06040106


